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と
じ
て
お
く
と
ベ
ん
り
で
す
v

人口のうごき (6月末)

世帯数 11. 780世帯
人口(男)22.608人

(女)24.589人
(男) (女J

37人 46人
11 8 
43 49 
51 58 

生

亡

入

出

出

死

転

転

新
し
く
な
っ
た

移
民
糊

ρ

ふ
み
か
ぜ
号
H

移
動
公
民
館
ふ
み
か
ぜ
号
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
。
乙
の
車
は
魚
津
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
、
長
さ
六
・二
M
、
重
さ
二
・
三
ト
ン
、

十
七
人
用
の
座
席
と
、
図
書
や
く
三
百
五

十
冊
が
積
め
る
書
架
を
そ
な
え
て
い
ま

す
。
価
格
は
や
く
百
五
十
万
円
。

ふ
み
か
ぜ
号
は
、
公
民
館
活
動
は
も
ち

ろ
ん
移
動
図
書
館
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

ま
す
。
移
動
図
書
館
は
、
図
書
館
を
手
軽

る
に
利
用
で
き
な
い
地
区
を
対
象
に
、
毎

月
十
一
コ

l
ス
、
四
十
六
カ
所
の
駐
車
地

を
ま
わ
り
、
図
書
の
貸
出
し
ゃ
回
収
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

(
8
月
の
巡
同
日
程
は

二
頁
に
あ
り
ま
す
)

写
真
N
晴
海
ケ
丘
住
宅
で
凶
書
の
貸
出
し

や
回
収
を
す
る
ふ
み
か
ぜ
号
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し
尿
処
理
場
の
耕
一
時
工
事
で
き
る

日
の
処
理
量
六
十
五
件ツト内

ア
ッ
プ

ふ
え
る
し
尿
を
処
理
す
る
た
め
、
二
市
三
町
で
つ
く
っ
て
い
る
し
尿

処
理
場
の
増
改
設
工
事
は
、
昨
年
8
月
か
ら
二
カ
年
継
続
事
業
で
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

乙
の
工
事
の
完
成
で
一

日
の
処
理
能
力
が
百
五
十
五
キ
ロ
協
と
な
り

六
十
五
キ
ロ
版
ア
ッ
プ
さ
れ
、
み
な
さ
ん
に
と
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

た
く
み
取
り
の
遅
れ
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ

入
善
町
に
あ
る
東
部
衛
生
し
尿

処
理
場
は
、

一
日
に
九
十
キ
ロ
泌

(
五
百
石
)
の
処
盟
能
力
が
あ
り

ま
す
が
、
し
尿
の
量
が
毎
年
増
加

し
、
そ
の
消
化
が
困
難
と
な
り
、

日
曜
、
祭
日
も
返
上
し
、
操
業
し

て
処
理
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
処
理
能
力
に
限
界
が
あ

り
、
搬
入
制
限
を
し
て
消
化
に
つ

と
め
る
い
っ
ぽ
う
、
処
理
場
の
増

改
設
工
事
を
す
す
め
て
き
ま
し

た。
乙
の
増
改
設
工
事
は
、
二
カ
年

継
続
事
業
で
、
総
工
費
一
億
四
千

二
十
万
円
を
か
け
て
、
昨
年
8
月

か
ら
着
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

7
月
上
旬
に
ほ
ぼ
完
成
し
、
試
験
運
転

や
調
整
、
整
備
も
終
わ
り
、

7
月
引
日

に
完
成
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
処
理
場
は
、
魚
津
、
黒
部
、
入

善
、
朝
日
、
宇
奈
月
町
の
二
市
三
町
が

共
同
で
し
尿
を
衛
生
的
に
処
理
し
よ
う

|

|

く

み

取

り

の

遅

れ

を

解

消

|

|
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て
増
改
設
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
完
成
で
、
い
ま
ま
で
搬
入
制
限

(
一
日
の
処
理
量
九
十
キ
ロ
協
の
う
ち

魚
津
市
の
割
当
四
十
七
キ
ロ

Mαも
解

除
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
く
み
取

り
を
申
し
込
ん
で
か
ら
大
体
五

i
六
日

以
内
に
業
者
が
収
集
に
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

し尿搬入量の雄移
75 
3 

. ~ 

悪年ロ 人っと
臭し J協 をく
や尿の対ら昭
水のも象 れ和
質収の にた 38
の集で ー も年
汚すし日 のに
濁るたので入
の量が処 す 善
おが、理。町
そ多そ能当板
れくの力初屋
もな後九は地
あり 、十九内
つ、毎キ万に

11事装ど
月費置が
末はが つ
の四そく
予千な ら
定二え れ ラ調四 Mベン新がし
。百らま l理 、で 面クしはて魚
五れ す 室室乳 、積リいじい律
十て 。各、児こ八 l固める愛
万い まー医室の百卜舎らた育
円また 、務 、中五二はれめ圏
、す温便室遊に十階、ま改は
完。風 所、ぎ 保四建鉄し築老
瓜総暖四ボ室育平て筋た工朽
は工房なイ 、室方のコ。事化

魚津愛育園

鉄筋2階建てに改築

し
か
し
、
当
分
の
聞
は
、
く
み
取
り

-

の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
、
し
ば
ら
く

の
期
間
は
調
整
が
必
要
で
す
の
で
ご
了

解
願
い
ま
す
。

こ
と
で
東
部
衛
生
し
尿
処
理
場
の
徹

入
さ
れ
た
し
尿
を
年
度
別
に
あ
げ
て
み

ま
す
と
左
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ず
い
ぶ
ん
と

量

が
ふ

え
、
七
年
間
で
や
く
二
倍
に
達
し
、
し

か
も
処
理
し
き
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
主
と
し
て
、
し
尿
が

農
家
の
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
な
く
な

り
、
村
落
や
山
間
の
農
家
で
も
く
み
取

り
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
た
か
ら
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
表
で
、

何
年
度
の
三
万
一
千
七

百
キ
ロ
協
の
う
ち
、
魚

津
市
か
ら
の
搬
入
さ
れ

た
量
は
や
く
半
分
の
一

万
五
千
キ
ロ
泌
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
(
写
真

H
椛
流
水
の
浄
化
装
世
)

頃
五
隼
皮

首
孟
隼
度

目
断
中
占
F

箆
旋

回
出
十
ι
F

餐
度

目困・
f
-
M持
4a

-
凶
十
昼
寝

-

4

ヲ
Lm包
笈

M
M
・防

波

堤

を

築

造

経
国
漁
港
修
築
事
業

第
四
次
経
団
漁
港
修
築
事
業
は
、
昭

和
刊
年
度
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
三
年
目

を
迎
え
ま
す
が
、
乙
と
し
は
花
防
波
堤

三
百

M
の
新
設
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
c

こ
れ
は
土
砂
が
港
内
に
流
入

し
な
い
よ
う
に
北
防
波
堤
を
延
長
す
る

も
の
で
総
工
事
費
が
三
千
八
百
万
円
。

第
四
次
修
築
事
業
は
四
億
八
千
二
百

万
円
を
か
け
、
港
内
の
泊
り
地
を
ご
倍

に
し
、
大
型
船
の
出
入
り
が
で
き
る
よ

う
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
・・
・①
は
駐
車
時
間

圃
8
月
9
日
日
①
前
東
城
吉
田
宅
前

②
奥
東
城
厳
寺
宅
前
①
東
山
森
宅
前

@
横
枕
滅
菌
室
前

田
川
日
日
①
雄
峰

団
地
①
大
海
寺
野
住
宅
①
大
海
寺

新
宮
坂
宅
前
①
と
野
方
連
絡
所
①

し
む
内
湯
前

回
は
日
H
①
北
山
鉱
泉

前
①
坪
野
島
沢
宅
前
①
松
倉
農
協

前
④
宮
律
神
社
付
近

園
行
日
H
①

金
山
谷
光
開
寺
前
①
松
倉
連
絡
所
前

④
古
鹿
熊
分
校
前

回
加
日
日
①
有
山

バ
ス
停
付
近
①
上
中
島
連
絡
所
前

①
住
吉
保
育
園
前
④
住
吉
住
宅

-

n日
H
①
記
念
社
宅
広
場
①
青
島
黒

田
宅
前
①
青
島
住
宅
広
場
①
道
下

公
民
館
①
小
川
田
団
地
・

μ
日
H

①
経
問
旭
町
①
諏
訪
神
社
付
近
①

落
合
住
宅
広
場
④
平
伝
寺
沢
田
宅
前

回
幻
日
H

①
三
ケ
住
宅
①
住
吉
住
宅

①
白
倉
小
学
校
庭
④
三
ケ
鉄
工
団
地

圃
9
月
3
日
日
①山
市
沢
ハ
ス
停
付
近

①
長
引
野
谷
口
宅
前
①
西
布
施
連
絡

所
①
東
尾
崎
花
岡
宅
前
①
天
神
農

協
前

田
6
日
H
①
晴
海
ケ
丘
住
宅

①
加
積
郵
便
局
前
①
吉
島
市
営
住
宅

④
高
校
前
住
宅

、町
v
l
日
H
①
片
員
第

二
発
電
所
.
①
平
沢
岩
崎
宅
前
①
山

女
山
沢
宅
前
④
片
貝
連
絡
所

駐
車
時
間
は
、
①
H
午
前
川
時

i
n

時

①

H
向
日
時

l
ロ

時

①

日
午
後

1
時
i
2時
叩

分

④

H
同
2
時
加
分

I
4時
①

H
同
1
時
i
2時
①

H

同
2
時
}
-3
時

①

H
3
時
i
4
時

- 2 -
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整
備
可
能
面
積
の

四
五
析
が
整
備

市
内
の
水
田
面
積
は
二
千
四
百
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か

r
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p
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整
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p
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山
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川

目
、AL
-

-

P
内

t

E

U

7

・q
u

司
U
内

d

R

u

q

u

句
。
ヮ
ι

aa
Y
4

・n
U

ま

一
五

一
面

一~

1

1

野
坂
城
慾
縁
・
泌

。“

吉

道

東

宮

川

守

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
区
画
整
理
で

き
る
の
は
八
二
軒
の

一
千
九
百
七
十
四

診
で
す
。
日
刊
年
度
分
を
含
め
ま
す
と
一

千
九
十
四
訟
の
ほ
場
整
備
が
終
わ
る
こ

と
に
な
り
、
乙
れ
は
区
画
整
理
で
き
る

水
田
の
四
五
析
に
あ
た
り
、
ほ
ぽ
半
分

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

写
真
H
ほ
場
強
備
事
業
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
石
垣
地
内

子
ど
も
や
老
人
の
事
故
を
な
く
そ
う

m日
ま
で
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

夏
は
観
先
、
納
涼
な
ど
で
、
人
、
車

の
通
行
が
激
し
く
、
ま
た
暑
さ
や
疲
労

か
ら
交
通
事
故
が
多
発
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

7
月
引
日
か
ら

8
月
別
日
ま
で
県
下
い
っ
せ
い
に
夏

の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す。
運
動
の
重
点
事
項
は
、

マ
安
全
運
転
の
確
保

マ
子
ど
も
と
老
人
な
ど
の
事
故
防
止

マ
高
校
生
な
ど
の
暴
走
運
転
の
防
止

と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
事
故
防
止
の

た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

危
い

っ
!
や
め
よ
う

斜
的
初
回

天
国
へ
の
近
辺

八
か
ぜ
薬
を
の
む
と

眠
く
な
る

V

① 

機盤機議(

市
税
は
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
各
種
事
業

の
費
用
や
経
費
の
一
部
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
何
年
度
予

算
に
お
い
て
は
六
億
七
千
万
円
が
計
上
さ
れ
、
収
入
額
の
三

五
軒
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

市
税
は
財
政
の
運
営
に
重
要
な
役
割
り
を
果
し
て
い
ま
す

が
、
税
は
ど
の
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
か
今
号
か
ら

十
五
回
に
わ
け
で
の
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

か
ぜ
薬
の
な
か
に
は
、
眠
く
な
る
薬

が
は
い
っ
て
い
る
の
を
ど
存
じ
で
す

か
。
自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

に
、
眠
く
な
っ
た
ら
た
い
へ
ん
で
す
。

か
ぜ
薬
を
の
む
前
に
は
、
必
ず
使
用
上

の
注
意
事
項
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
薬
を
の
ん
で
か
ら
、
数
時
間
自
動

車
を
運
転
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
書

い
で
あ
っ
た
ら
、
そ
の
薬
を
の
ん
だ
あ

と
数
時
間
は
、
自
動
車
を
運
転
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
薬
は
、
大
体
一
時
間
か

ら
二
時
間
く
ら
い
は
眠
く
て
た
ま
ら
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
薬
を
の
ん

だ
あ
と
は
、
少
く
と
も
五

i
六
時
間
以

内
は
、
自
動
車
を
運
転
し
な
い
よ
う
注

麗
し
て
く
だ
さ
い
。

予
算
と
市
税

ま
ず
、
予
算
に
つ
い
て
の
べ
て

み
ま
す
と
、
収
入
に
は
市
税
、
地

方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
と
の
な
か
で
市
税
収

入
は
、
自
主
財
源
の
も
っ
と
も
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

刊
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
市

税
が
六
億
七
千
二
百
五
十
万
円
が

見
積
も
ら
れ
、
こ
の
う
ち
固
定
資

産
税
が
四
五
折
、
市
民
税
が
三
七
析
を

占
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
市
税

は
、
い
ろ
い
ろ
の
仕
事
に
使
わ
れ
、
と

く
に
み
な
さ
ん
の
生
活
と
健
康
を
守
り

福
祉
増
進
、
明
る
い
住
み
よ
い
郷
土
を

き
づ
く
た
め
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

何
年
度
一
般
会
計
予
算

一3-
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い
り
ノ

一

コ

・

内

一

:

・

ト

、

案

一

一

」

の

一

1
一

υ

・も

一

i

-

…
-保
健

し

…津

信

…
魚

第2回魚津観光まつりは、 8月7

日---9日の 3日間、にぎやかに次の

ような行事がくりひろげられます。

7日 (土)
砂KNB歌謡コンクーノレニ午後2

時、市民会館(入場無料) 砂経

団灯ろう流し=午後8時、経団海

岸で 1.500灯の灯ろう流しと七夕

まつり、花火大会、盆おどり、

また海上には30隻の電装船が出ま

す。 惨たてもん祭=午後9時......，

111時、諏訪神社
8日 〈日)

砂3市2郡実業団相撲大会=午前

9時、 魚津神社 砂バトントワラ

ーズの市中行進=午後51時、コー
スは、市役所前一新金星通り一中

央通りー銀座通り一回方町交差点

-2UJV通り一村木交差点一村木小
学校

砂せり込み!蝶六おどり街ながし=

午後71侍30分から 1時間にわたり

青年団、町内会、保存会の14チー

ムが街ながし、コースは電鉄魚津

駅前一悶方|町一銀座通りー中火通

り一村木小学校 砂灯ろう流し=

午後81時30分、諏訪海岸 惨たて

もん祭=午後9---1111寺、諏訪神社
9日 (月)

砂花火大会=午後71時30分---9尚:

大町海岸

また、乙の期間中、商j苫街の大売

出し、観治まつり写真コンテストが

実施されます。

づ

mv
窃
る
金
箔
を

休
み
中
気
を
つ
け
る
こ
と
が
ら

おう

楽
し
い
夏
休
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す
。

夏
休
み
は
学
校
か
ら
解
放
さ
れ
、

家
庭
で
も
放
任
が
ち
に
な
る
場
合
が
多

い
の
で
、
や
や
も
す
る
と
、
不
規
則
な

生
活
に
な
り
や
す
い
も
の
で
す
。

各
学
校
で
は
、
夏
休
み
中
の
生
活
指

導
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を

決
め
ま
し
た
が
、
ご
家
庭
で
も
ど
理
解

の
う
え
と
協
力
を
願
い
ま
す
。

報広

危

険

な

遊

び

ゃ

不
健
全
な
遊
び
を
し
な
い
よ
う

第 3種郵便物認可

マ
規
則
正
し
い
生
活
H
き
ま
り
正
し
い

生
活
を
お
く
る
た
め
、
生
活
設
計
を

自
分
で
た
て
て
実
行
す
る
。

マ
勉
強
日
午
前
叩
時
ま
で
自
宅
で
勉
強

す
る
。
と
く
に
不
得
意
な
斜
目
や
良

書
を
選
ん
で
最
後
ま
で
読
み
通
す
。

マ
ラ
ジ
オ
体
操
H
早
起
き
の
よ
い
習
慣

を
つ
け
る
と
と
も
に
、
み
ん
な
協
力

し
て
参
加
す
る
。

マ
外
出
日
名
札
を
つ
け
て
出
る
。
夜
間

の
ひ
と
り
歩
き
は
し
な
い
。
人
に
誘

わ
れ
た
と
き
の
判
断
を
誤
ま
ら
な
い

夜

9
時
頃
に
は
就
寝
す
る
。

マ
遊
び
H
危
険
な
遊
び
、
不
健
全
な
遊

び
は
し
な
い
。
盆
踊
り
は
他
地
区
へ

出
か
け
な
い
。

マ
映
画
H
許
可
さ
れ
た
も
の
以
外
は
み

な
い
。

マ
水
泳
H
午
後

l
時
か
ら

4
時
ご
ろ
ま

で
に
し
て
、
長
く
泳
い
だ
り
、
禁
止

場
所
で
は
泳
が
な
い
。
出
か
け
る
と

き
は
行
先
き
、
帰
宅
時
間
、
同
行
人

の
氏
名
な
ど
を
告
げ
て
い
く
。

マ
交
通
安
全
日
路
上
で
遊
ん
だ
り
、
急

に
と
び
出
し
た
り
し
な
い
。
自
転
車

の
ふ
た
り
乗
り
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

の
無
免
許
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

マ
保
健
H
健
康
の
保
持
や
増
進
に
っ
と

め
、
疾
病
や
異
常
は
休
み
中
に
治
療

す
る
。

マ
児
童
ク
ラ
ブ
H
す
す
ん
で
行
事
に
参

加
し
、
健
全
な
発
展
を
は
か
る
。

マ
届
け
出
H
旅
行
、
キ
ャ
ン
プ
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
、
登
山
な
ど
は
、
学
校
へ

届
け
出
る
。
必
ず
父
兄
ま
た
は
適
当

と

認

め

刊
川
い
行
け
い
r

た
指
導
規
則
子

1
・・

者
を
同

行
す
る

公
共
の

施
設
を

利
用
す

る
と
き

は
、
必

ず
届
け

出
て
、

あ
と
始

末
を
し

て
机
を

い
う
。

魚
津
観
先
開
発
株
式
会

川

社
で
は
、
ゴ
戸
フ
場
を
建
川

設
す
る
た
め
、
市
へ
用
地
川

の
あ
っ
せ
ん
を
申
し
入
れ
州

て
い
ま
し
た
が
、
買
収
交

州

渉
が
ま
と
ま
り
、

7
月

7
川

日
市
佼
所
で
、
会
社
側
と
川

地
元
代
表
者
と
の
聞
に
党
川

え
書
き
が
取
り
か
わ
さ
れ
川

ま

し

た

。

ー

乙
の
ゴ
ル
フ
場
の
計
画
川

に
よ
り
ま
す
と
、

天
神
山
ろ
く
の
小
川
川

寺
、
日
尾
地
内
や
く
百
万
平
方

M
に
十
川

八
ホ

l
w
の
コ

1
ス
と
、
そ
の
他
の
施
川

設
を
六
億
円
で
建
設
す
る
乙
と
に
し
て
川

い
ま
す
D

そ
し
て
、
来
春
に
は
九
ホ

1
川

ル
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
、
刊
年
秋
ま
で
に
川

完
成
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
'

天神山ろくにゴノレフ場

用地買収まとま る納
期限は 市 月県 の
民 納税

5i日1税-開
す日 ー期

予
防

レ
ン
ト
ゲ
ン
車
に

よ
る
住
民
検
診
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
学
校
や
勤
め
先
で

検
査
を
受
け
て
い
る
人
を
除
い
て
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

魚
津

マ
魚
津
公
民
館
日

8
月
幻
日

午
前

9
時
叩
分

i
ロ

時

マ

青

少

年

ホ

l
ム

H
9月
7
日
午
後

1
時

i
3時
マ

魚
津
公
民
会
館

H
9

月

9
日
午
前

9
時
加
分

i
ロ
時
、

午
後
1
時

i
3時

上
中
島

マ
有
山
早
崎
順
宅

H
8
月

幻
日
午
後
l
時

i
3
時

マ
上
中

島
小
学
校

H
8
月
引
日
午
前

9
時

叩
分

i
ロ
時
、
午
後

1
時

i
3時

片
貝

マ
前
東
城
寺
崎
亮
造
宅

H
9

月

1
日
午
前

9
時
叩
分

i
m時
加

分
マ
奥
東
減
岩
寺
長
策
宅

H
9

月

1
日
午
前
日
時
l
ロ
時

天
神

マ
東
山
中
島
富
治
宅

H
9
月

1
日
午
後
!
時

i
3
時

松

倉

マ

鹿
熊
肥
塚
日
吉
丸
宅

H
9

月

2
日
午
前

9
時
加
分
!
日
時
叩

分
マ
松
倉
小
学
校
日

9
月

2
日

午
後

1
時

1
3
時

経
団

マ
連
絡
所

H
9
月

6
日
午
前

9
時
叩
分

i
日
時
叩
分

上
野
方

マ
大
海
寺
新
山
下
は
る
宅

H
9
月

6
日
午
後

1
時

i
3
時

道
下

マ
村
木
小
学
校

H
9
月

7
日

午
前

9
時
ぬ
分

i
ロ

時

マ

青

島

住
民
検
診

~4-
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一
・1
一
民
体
育
大
会
は
、
7
月
日
日
か
ら
市
営

・1

グ一フ
J

ド
な
ど
七
会
場
で
十
二
種
目
に

帽

競
技
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
写
…
具
H
西

部
中
体
育
館
で
の
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
競
技

づおつ

一応
A
a
…

ル
が
で
き
、

M
日
に

4
4
一
ア
ー
ル
び
ら
き
が
あ
D
ま
し
た
。
長
さ

十
五
抗
、
五
コ
1
ス
の
も
の
で
す
が
、
克
休
み

に
入
り
毎
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

報広46.8.1 

‘
、
&明
.
1
1

一E
F

『竜

一
境
保
全
巡
回
直
が
七
十
万
円
で
購
入

1

-

一;1
J
J
し
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
車
は
騒
音
、
環

境
汚
染
な
ど
公
害
測
定
機
テ
積
み
、
公
害
測

定
や
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
活
躍
し
て
い

ま
す
。

や
議

川
M
J

緑川
H

J

本
V

…白

…
防
操
法
競
技
大
会
が
4
日
村
木
小
学

…S1
山門
一
授
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
分
間
ご
と

に
放
水
基
本
操
作
手
競
い
ま
し
た
が
、
第
二

分
団
(
魚
津
)
が
優
勝
し
ま
し
た
c

青

少

年

の

青

少

年

を

励

ま

す

。

ー

マ
期
間
中
の
望
ま
し
い
小
さ
な
親
切
行
川

為
を
表
彰
す
る
。

川

望
ま
し
い
行
為
を
み
た
り
、
聞
い
た
川

り
し
た
場
合
は
、
大
町
、
中
央
公
民
館
川

事
務
局
(
電
話
2
局
4
3
3
1番
)
へ
川

ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

寄

¥
付

マ
二
万
円
H
石
垣
石
崎
甚
作
マ
一
万
川

円
H
金
浦
町
浜
田
正
二

'マ
一
切
円
H
州

大
町
石
倉
清
一
マ
五
千
円
日
本
江
横
川

江
幸
雄

、V
五
平
円
1
新
梅
屋
町
高
島
山

厳
マ
五
千
円
日
石
垣
新
越
村
宗
雄
川

マ
五
千
円
H
岡
経
団
岡
田
照
子
マ
三
川

千
円
H
大
町
吉
野
金
之
助
(
以
上
香
典
川

返
し
の
一
部
を
)

善
意
銀
行
へ
寄
付
川

が

あ

り

ま

し

た

。

川

小
さ
な
親
切
運
動
す
す
め
る

中
央
公
民
館
で
は
、
青
少
年
の
小
さ

な
親
切
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、

8
月

1
日

i
引
日
を
強
調
月
間
と
し
、
次
の

よ
う
な
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

zf青少
年
に
対
し
小
さ
な
親
切
運
動
の

実
施
を
強
調
す
る
o

v小
さ
な
親
切
行
為
の
発
見
に
つ
と
め

国
で
は
、
全
国
に
七
百

名
の
消
費
生
活
監
視
員
を

に

置
い
て
お
り
ま
す
。
乙
の

員

さ

監
視
員
は
、
消
費
者
が
ゆ

視

た

か

で

安

全

な

生

活

を

営

監
崎
な
む
た
め
に
、
消
費
者
保

n

-護関
連
法
令
が
各
地
に
お

性
河
い
て
、
ど
の
よ
う
に
守
ら

怒

れ

て

い

る

か

を

監
視
し、

j

ま
た
消
費
生
活
改
善
の
苦

情
処
理
の
窓
口
と
し
て
、
苦
情
の
受
付

け
を
兼
ね
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

ー富
山
県
五
お
け
一スる
監
視
員
は
十
名
で

魚
津
市
も
ぽ
v

A

郡山
各
舟
崎
小
夜
子
さ

ん
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
話
は
①

局
1
7
1
6番
で
す
。
消
費
生
活
に
対

す
る
苦
情
相
談
は
、
市
役
所
総
務
課
で

も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

ん

ご寛均二ど;
刺さ後 定
用 ん，-:1例
く宅J時 行
だでJか 政
さひら 相
いら 4談
。か時は
れま、
まで毎
す大月
の町 10
で辻日

図
書
館
だ
よ
り

絵

マ
:・
図
書
館
に
新
刊
図
書
が
入
っ
て

お
り
ま
す
ー
と
の
な
か
に
魚
津
西
.ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ヲ
プ
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図
書

二
十
六
冊
も
入
っ
古
い
ま
す
。

マ
・
:
各
ご
家
庭
で
は
、

一夏
の
旅
行
計

画
を
た
て
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
図
書
館
で
は
、
・
よ
り
よ
い
旅
を
す

社
宅
H
9
月
8
日
午
後
l
時
i
3

時
西
布
施

マ
長
引
野
谷
口
秀
宅
H
9

月
8
日
午
前
日
時
叩
分

l
n時
叩

分

毎
月
第
三
火
曜

日
午
後
1
附
か
ら

3
時
ま
で
魚
津
保
健
所
で
三
歳
児
検

診
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

8
月
の
検
診

日
は
行
日
で
す
。

該
当
者
は
、
昭
和
ね
年
8
月
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。
な
お
、
特
年

3
月
か
ら
7
月
生
ま
れ
の
人
で
、
検

診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。
都
合
の
悪
い
人
は
魚

津
保
健
所
の
三
歳
児
の
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

三
歳
児
検
診

- 5ー

毎
週
水
曜
日
に
は

健
康
相
談
''
L

一
市
役
所
保
健
室
で
健

康
相
談
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
erと
く
に

第
二
水
曜
日
は
、
医
師
に
よ
る
相
談

日
で
す
。

8
月
の
相
談
日
は
け
日
(

午
後
1
時
i
3時
)
で
す
。

る
た
め
の
本
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

マ
国
民
宿
舎
と
国
民
休
暇
村
マ
ユ

ー
ス
ホ
ス
テ
ル
'全
国
一
四

O
コ
l
ス

マ
能
登
半
島

・
金
沢

・
北

陸

マ

北

陸

・策
海
の
旅
マ
旅
行
案
内
北
陸

マ
全
国
旅
行
案
内
マ
郷
土
み
や
げ

と
民
芸
品

マ
全
国
灯
台
と
岬
マ

全
国
温
泉
案
内
マ
全
国
ド
ラ
イ
ブ

た
ベ
あ
る
記
H
生
内
玲
子
著

マ
香

港

・
マ
カ
オ

・
台
湾

マ
エ
コ
ノ
ミ

ー
旅
行
プ
ラ
ン

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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ゐ
1
レA

り
せ

づ

体

操

・

体

力

づ

く

り

市
教

教

室

の

開

設

委で

ι

こ
と
し

か
ら
西
部
中
体
育
館
の
開
放
に
あ
わ

せ
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
ひ
ら
い
て
い
ま

す
が
、

8
月
4
日
か
ら
「
体
操
、
体
力

づ
く
り
教
室
」
を
は
じ
め
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
家
庭
婦
人
、
親
子
、

社
会
人
、
壮
年
、老
人
を
対
象
に
毎
週
水

曜
日
午
後
6
時
叩
分
か
ら
9
時
叩
分
ま

で
西
部
中
体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
開
催
日
に
会
場
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

おう報広

老
齢
福
祉
年
金

証
書
の
提
出
を

第 3種郵便物認可

老
齢
福
祉

年
金
を
受
給

し
て
お
ら
れ

る
人
で
、
こ
と
し
の

5
月
期
分
の
年
金

を
受
け
ら
れ
た
後
、
ま
だ
証
書
を
手
元

に
お
持
ち
の
人
は
、
い
ま
す
ぐ
市
役
所

市
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
の
な
い
場
合
は
、
今
年
度
の
老

齢
福
祉
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
ず
か
ら
ど
注
意
く
だ
さ
い
。

家

庭

がっ

く

り

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

中
央
公

民
館
で
は

夏
休
み
期

間
中
、
あ
か
る
い
ゆ
た
か
な
家
庭
づ
く

り
に
役
立
て
よ
う
と
、
小
中
高
校
生
を

対
象
に

「
家
庭
づ
く
り
作
文
コ
ン
ク
l

w」
を
行
な
い
ま
す
。

題
材
は
自
由
で
、
四
百
字
詰
め
原
稿

用
紙
四
枚
以
内
に
ま
と
め
、

9
月
1
日

ま
で
大
町
中
央
公
民
館
事
務
局
(
水
族

館
前
)
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
作
品
は
学
校
で
取
り
ま
と
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
優
秀
作
品

は
表
彰
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
料
金
の
支
払
い

電
気

も

口

座

振

替

制

で

料
金
の

お
支
払

い
に
と
て
も
ベ
ん
り
な
預
金
口
座
振
替

制
が
あ
り
ま
す
。

マ
確
実
で
す
・・
・
毎
月
お
約
束
の
日
に
口

座
か
ら
自
動
的
に
電
気
料
金
が
振
替

え
さ
れ
ま
す
。

マ
ベ
ん
り
で
す
:・
現
金
の
出
し
入
れ
や

応
待
の
手
数
が
な
く
な
り
ま
す
。

マ
く
ら
し
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
:・
不
在

が
ち
の
人
や
お
忙
し
い
人
に
は
と
く

に
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

マ
お
申
込
み
は
:・
北
電
魚
津
営
業
所
ま

た
は
銀
行
、
信
用
金
庫
へ
ど
う
ぞ
。電

話

局
で
は

電
話
の

移
転
工
事
な
ど
を
一
週
間
前
か
ら
予
定

を
た
て
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。
前
日
ま

た
は
当
日
に
な
っ
て
か
ら
申
込
ま
れ
で

も
、
ご
希
望
に
そ
い
か
ね
あ
状
態
で
す
。

電
話
の
移
転
工
事
な
ど
の
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
七
日

t
十
日
前
に
お
申
込

み
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
希
望
の
日
に
工

電
話
移
転
工
事
の

申
込
み
一
週
間
前
に

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。県

の
交
通
事
故
巡

回
相
談
は
、

8
月
お

日
(
水
〉
市
役
所
第

三
会
議
室
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
U

時
間
は

午
前
川
時

i
午
後
3
時
。
交
通
事
故
で

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故

巡
回
相
談

7
月
1

日
発
行
の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
8
月
4
日

開
催
の
県
政
公
聴
会
は
、
都
合
に
よ

り
、
叩
月
i
H
月
に
延
期
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

県
政
公
聴
会
延
期

一
六
会

主
催
の
盆

の
町
内
野
球
大
会
は
、
8
月
刊
日
か
ら

日
日
ま
で
の
三
日
間
、
西
部
中
グ
ラ
ン

ド
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

参
加
希
望
チ
l
ム
は
会
費
二
千
円
を

添
え
て
魚
津
製
氷
会
社
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

お
盆
の
野
球
大
会

来年4月から労働保険に

労災・失業保険の

加入手続きを

可一、--一子二一一一ー一一一 i田病江川新北日医日 昼 ，，-...T
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道"'-../ 29医 V川貝( 院)当
扇(大日院 22病診昼( 大 番
谷昼先" 日院療 〉 夜 V 町 医
医)寺，，-...，，-... 11 所住'--"14船 V
院本緑昼夜-"r---- 吉本日崎
江ケ'--"'-../昼夜 V 寺江 11 医
浦正本角)'-../16崎沢(院

・ママ マ マ マし47
第願年入訓百募線電訓て年，(~;l
一書 3校練三集通子練い度津
次の月資期十人信機職まの総
"受卒格間人員の器種す訓合
11付業 "11 11六、"。練高
月 見義各 各職木機 生等
1 込務職 職種材械 を職
日者教種種加、次業
i を育二二工製の 訓
11 合終 カ 十 、かよ練
月む了年五金んう 校
30 '--"者 人型溶にで
日 ( で 、接 募は
47 計無、 集

「労災保険」と「失業保険」は来

年4月から一元化され 「労働保険」

となります。

これは、労働者5人未満の事業所

についても原則として、阿保険の当

然適用事業主となるよう改正され、

適用の範囲が拡大されます。

労働基準監督署、公共職業安定所

では、来年4月からいっせいに適用

する乙とが、困難ですので、いまか

ら任意加入の方法により適用をはか

つておりますn

労災保険、失業保険未加入の事業

主のみなさんには、魚津労働基準監

督署、魚津公共職業安定所へと連絡

のうえ、加入手続きをされるようお

願いしますc

第
三

O
六
号

編
集
発
行
人

沢

司王

-C'"o 
F.，; -・ー

訪I( j 
魚 練 ;
雲 生 ;
;整容 を;
:罰夏 募 ;
:震守 集;

- 6ー

的
に
入
校
で
き
る
〉

・
第
二
次
H
ロ
月
1
日
i
3月
別
日

(途
中
で
進
路
変
更
が
生
じ
職
業
訓

練
受
講
を
希
望
す
る
者
)

マ
県
立
桜
井
高
校
と
の
技
能
連
携
H
定

時
制
高
校
通
学
希
望
者
の
た
め
に
、

県
立
桜
井
高
校
機
械
税
と
技
能
連
携

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
訓
練
校
に
は
、
四
十
八
名
収

容
で
き
る
寄
宿
舎
が
あ
り
、
い
つ
で
も

入
居
で
き
ま
す
。
(
食
費
と
も
で
月
六

千
五
百
円
程
度
)

入
校
希
望
者
は
、

魚
津
総
合
高
等
職

業
訓
練
校
ま
た
は
魚
津
公
共
職
業
安
定

所
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

印
刷
所

中
部
印
刷
株
式
会
社


